年　　月　　日
　　　　　　　　　様
日本実践学術総合会議

学術委員会
査読結果通知書
（実践学術研究第　号）
１．査読結果
　貴殿の下記論文につきましては、論文審査委員会において査読委員による厳正なる審査を行いました結果、別項の通り論文の根幹にかかわる指摘があり、「掲載不可」（学術論文として体裁／内容が不十分である。修正を行った場合、別の論文になる可能性が大きい。大幅な修正が生じるため、論文集の発行スケジュール上、時間的に困難である。）「指摘事項に基づき、修正を行えば掲載可」「査読論文として掲載可」となりました。
　今回は、大変残念な結果となりましたが、今後とも当学会の論文集にご投稿いただきたくお願い申し上げます。
　　　年　　月　　日までに指摘事項（総合評価での指摘事項も含む）に基づいて修正した論文を提出して下さい。その際には、各指摘事項に対する回答書も付して提出して下さい。また、十分な修正が行われない場合は、掲載不可となることをご承知下さい。
　なお、査読結果に関する事項について、この通知書を受理した後14日以内を限度として、学術委員会へ文書により質問することができます。学術委員会宛にメール（****@******）によりご連絡下さい。
論文題目：
２．総合評価／判定の理由
３．指摘事項
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